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第 53 回 BS12 トゥエルビ放送番組審議会 議事概要 

 

◼ 開催日時 2022年 7月 28日(木) 13：00～14：30 

 

◼ 開催場所 オンライン会議 

 

◼ 委員：総数 9名 

出席（7名） 

委 員 長：石田 寛人（金沢学院大学 名誉学長） 

副委員長：勝島 敏明（公認会計士・税理士） 

委 員：古濱 洋治（元郵政省通信総合研究所 所長） 

委 員：菅谷  実（慶應義塾大学 名誉教授） 

委 員：伊藤 佳子（プロゴルファー） 

委 員：坂田 康太郎（株式会社 CAP代表取締役社長／音楽プロデューサー） 

委 員：臼田 誠次郎(元日本工営㈱代表取締役副社長) 

※欠席の山下東子委員、小林千寿委員から書面によるコメントの提出があったので、

委員のコメントの中にそれを含めた 

 

◼ 放送事業者側出席者 

代 表 取 締 役 社 長：須磨 直樹 

管 理 本 部 長：中林 裕士 

編 成 部 長：清水 友明 

リスクマネジメント部長：西村 和晃 

事 務 局：尾上 一也 

 

◼ 議事概要 

代表取締役社長挨拶（事業概況説明） 

 

議題 1 2022年 7月以降の番組編成内容について 

「プログラムガイド（2022 年 7･8･9 月）」及び番組宣伝動画に基づき、2022 年 7 月以降の番

組編成内容について清水編成部長より説明があった。これに対して、委員から質問とコメン

トが出された。質問に対しては、事業者側が回答し、コメントについては、適宜、今後の番

組編成に活かしていくこととした。 

 

 

 



2 

 

議題 2 審議番組 「春風亭昇太の昭和再生ファクトリー」について 

審議番組について、ダイジェスト版を視聴後、合評を行った。 

委員からの主なコメントは次の通りである。 

 

・ 昭和は時代として長く、変化も激しかったので、この時代の風俗・文化を現代に再生す

る取り組みは、幅広い視聴者の関心を引く。「昭和の思い出や、思い出の品を取り戻した

い」とつぶやく人を探し出して番組がお助けするというアイデアも、「古い時代のニーズ

を現代のテクノロジーで掘り起こす」という点で良い。春風亭昇太さんが登場すること

で、番組の信頼性が増したように思う。 

・ 番組が先回りしすぎてお節介な感じがする。バイクの依頼者の言動からは「自力ではど

うにも直せないから、誰か直して！お願い！」という緊迫感は感じられなかった。8 ミリ

フィルムの依頼者も、「映像が見られなくて困っている、助けて！」という様子ではなか

った。ただこの番組の視聴者から本当に困っている方が「こんな企画があるならうちの

道具も・・・」と、今後連絡してきてくれたなら、もっと切迫した何かを見事解決するス

トーリーが作れると思うし、今回の番組はその呼び水として良かったと評価すべきかも

しれない。 

・ 番組の目線がとても面白い。「ちゃぶ台をひっくり返すのが男の憧れ」だったことを初め

て知った。話のテンポが少し遅いことが気になった。丁寧過ぎて集中して見られない印

象を受けた。それは再生技術を詳しく説明されているからだと理解するが、貴重な限ら

れた時間を、あともう一歩盛り上げて頂ければと感じた。 

・ 砂まみれのバイクの再生、昭和の純喫茶、アナログ動画の再生、どれも昭和を彷彿させ

るテーマであり興味深い。８ミリフィルムの再生では、時代を超えてタイムカプセルの

情報が届けられ依頼者がいたく感動したというのは共感を得られた。 

・ 再生ファクトリーというタイトルを見て、番組を 2、3 分見たところで結論が想像できて

しまい、見終わったら想像通りであった。昭和の「もの」ではなく、文化、風俗、遊び、

習慣的な無形の「こと」の再生ファクトリーの方が魅力的ではなかろうか。昭和のビジ

ネスシーンを描くのも面白い。お涙頂戴のノスタルジーではなく、凄まじいエネルギー

を秘めていた時代であったことが今につながり、広いジェネレーションに受け入れられ

る番組なるのではないか。 

・ この番組は再生技術に力点を置かず、これによって昭和の時代を垣間見るということだ

と思った。司会者が番組内で何回か「この番組は良い番組だね」と自褒めすることがあ

り違和感を持った。 

・ バイクとフィルムを取り上げ、昭和において車やバイクが人生初の高価な買い物である

こと、フィルムはスマホの無い時代に記録を残す手段として当時最善のものであり、令

和のエキスパートと昭和の力の両方が際立たせており面白いと感じた。きっかけは今の

時代の象徴である SNS でのつぶやきから始まり、日本から遠く離れたイタリアで娘が昭

和の映像を見るという今だからできるタイムトラベルのような番組の企画に良い印象を
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得た。 

・ 司会者 2 人が昭和をイメージしたセットでのトークシーンがあるが、この 2 人の番組で

の役割が視聴者側に十分に伝わっていないのではないか。「昭和再生ファクトリー」とい

う番組のコンセプトを印象づける役割を果たせないのではとの疑問をもった。 

・ レトロなる「もの」にアプローチするということは、緊急性がなくなっていることに特

性があって、そういう「もの」を懐かしむという心の作用が大切なのではないか。さら

にそのような「もの」から広がった「こと」を懐かしみ、そこから今の我々にとって大

切な「もの」を汲み取っていくことが大事なのではないかと感じた。 

 

議題 3 その他 

第 52回 BS12トゥエルビ放送番組審議会において、当社が放送する「高レート裏麻雀列伝 

むこうぶち」における考査体制等につき社内で議論するようご意見をいただいたことを受け、

社内議論を行い取り纏めたので、資料を事前配布し、要点を清水編成部長より説明、報告し

た。放送番組審議会として本報告を了承した。 

以上 


